
　３　廃棄物・リサイクル
　Ｉ　リデュース・リユース
　買う人・売る人・作る人 いつも心に“もったいない”

主な事業
ごみ指定袋制、レジ袋の有料化
集積場所での資源回収
ＥＭ処理剤の無料配布
広報等による啓発
計画通りに成果が上がっているか

■ 目標達成
□ 順調
□ 順調でない

13

主な事業
リサイクルフェア
資源集団回収
分別収集事業
広報等による啓発
計画通りに成果が上がっているか

□ 目標達成
□ 順調
■ 順調でない

成果指標の分析

主な事業
レジ袋有料化
広報等による啓発

計画通りに成果が上がっているか

□ 目標達成
□ 順調
■ 順調でない

成果指標の分析

成果が向上する余地（可能性）は？

　①市広報、「ごみと資源の出し方」冊子及びごみ収集カレンダーや３Ｒ推進ホームページの充実、イベントでの展
示を通じて、３Ｒ活動の推進や適正排出を呼びかける。
　②ごみ減量とリサイクル推進を図るため、資源回収及び小型家電・硬質プラスチック製品等の無料回収を継続する
とともに啓発を行う。
　③小学生の社会見学や地域での３Ｒ活動の普及啓発を図る。

　「エコショッピングに協力する店舗数」は後期計画から定義付け及び捕捉方法を確立し、数値の把握に努めたため
大幅に増加している。しかし、これからも指標の数値の補足が困難なことから、順調とはいえない。レジ袋有料化協
力店舗数として１５店舗と徐々に減少していることからも、さらなる普及啓発に努める。

柱
分野

ビジョン

　市民一人当たりのごみ排出量は１９年度から徐々に減少し、２５年度は５４６ｇとなり、目標値を達成した。人口
増に伴う、ごみ排出量の増加が見込まれる中で、ごみ指定袋制及び資源回収等のごみの発生を抑制する事業により目
標値を達成した。

　｢再生品やエコマーク商品をなるべく選ぶ人の割合｣は、１９年度まで基準値とほぼ同程度、２０・２１年度は上
回ったが、２２年度から少しづつ下がってきており、あまり順調とはいえない。また、選ぶ人の割合では、５０歳代
以上の方が多く、職業別では主婦及び無職の方は高かったものの、若年層が低い。そのため、再生品やエコマーク商
品を使用することの必要性など、さらに啓発活動が必要と考えられる。

□　大　　□　中　　■　小

成果向上のためにすべきこと、次年度への取り組み方針
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　３　廃棄物・リサイクル

　Ｊ　リサイクル・適正処理

　子どもの未来を考えて、自然にやさしい処理・処分

主な事業
リサイクル情報事業
フリーマーケットの開催
リサイクルフェア開催

計画通りに成果が上がっているか

□ 目標達成
□ 順調
■ 順調でない

成果指標の分析

柱

ビジョン

　「市民一人当たりのごみの資源化量」は、１７年度１９０ｇをピークとして、以降
は減少傾向に転じ、２５年度は１２５ｇと前年度に比べ６ｇ減少した。これは主に紙
類が約２４０ｔの減となったもので、主な理由としては、民間古紙回収場の開設・新
聞の専売店回収等への移行、容器包装自体の軽量化による減少が考えられる。また、
不用品の再使用については、全般的に関心が薄い。なお、民間回収分を含めた資源化
量の参考数値の２５年度は１９７ｇと２４年度より６ｇ減少した。

分野
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　３　廃棄物・リサイクル

　Ｊ　リサイクル・適正処理

　子どもの未来を考えて、自然にやさしい処理・処分

主な事業
リサイクル情報事業
フリーマーケットの開催
リサイクルフェア開催

計画通りに成果が上がっているか

□ 目標達成
□ 順調
■ 順調でない

成果指標の分析

主な事業
清掃工場･最終処分場の適切な
維持管理
広域ごみ処理場の整備推進

計画通りに成果が上がっているか

■ 目標達成
□ 順調
□ 順調でない

成果指標の分析

成果が向上する余地（可能性）は？

柱

成果向上のためにすべきこと、次年度への取り組み方針

分野

　①市広報、「ごみと資源の出し方」冊子及びごみ収集カレンダーや３Ｒ推進ホーム
ページの充実、イベントでの展示、小学生の社会見学を通じて、３Ｒ活動の促進や適
正排出を呼びかける。
　②ごみ減量とリサイクル推進を図るため、資源回収及び小型家電・硬質プラスチッ
ク製品等の無料回収を継続するとともに啓発を行う。
　③焼却飛灰と溶融飛灰を分離することにより、焼却飛灰のみを最終処分場に埋立、
溶融飛灰は民間処理施設で再資源化する。

□　大　　□　中　　■　小

　最終処分場の年間埋立量は､ｺﾝｸﾘｰﾄ･陶磁器類等の搬入量制限や資源化の推進に伴い､
ここ数年は大幅な削減はされていないものの徐々に減少し、２４年度に溶融飛灰の再
資源化を開始したことにより、目標値をクリアした。

　｢ごみのリサイクル率｣は、紙類の民間古紙回収場の開設・新聞の専売店回収等への
移行、容器包装自体の軽量化による減少により、分別収集・集団回収での回収量が約
２４０ｔの減となったため順調でない。ただし、資源用袋での回収は、順調に伸びて
きている。

ビジョン
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